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平成 30 年１０月２日（火）no.１７ 文責：上田 
 

   一学期終業式 明日から秋休み 

 産山学園としての初年度、１学期約１００日（授業日）の終業式を迎えました。昨

年度までの小・中の一貫教育から「義務教育学校」となり、学園として子どもたちの

意識も変わってきたように思います。中学部から小学部への乗り入れ授業も多くな

り、複数の先生方による指導も自然なものとなってきました。また、現在も中学部

校舎の改築を行ってはいますが、６年生と７年生が隣り合う教室で学習する様子は

互いがよい意味で刺激し合う教育環境だと感じています。 

 さて、明日から８日（月）まで秋休みになります。担任から手渡された通知表て゛

１学期の振り返りを家族で行っていただき、２学期に向けた目標を立てさせてほし

いと思います。よろしくお願いします。 
  

 中体連陸上 「顔晴る！」 

 ９月２０日（木）に実施された郡市中学校総合体育大会陸上競技大会（中体連陸

上）結果を紹介（８位入賞者・記録）します。 
    代表男子３０００ｍ 大塚伽月 ９分４０秒 【３位】 

    代表男子 １００ｍ 西澤利樹   １２秒１【７位】 

    代表男子走り高跳び 畠中大輝 １４５㎝  【７位】 

              井 奏眞 １４０㎝  【８位】 

      代表男子走り幅跳び 西澤利樹 ５ｍ６１㎝ 【３位】 

      低学年女子４００ｍリレー（岩下・渡辺・梅野・島村）６４秒９【７位】 

      低学年男子４００ｍリレー（岩下・酒井・牧・池部） ５５秒１【７位】 

      代表女子 ４００ｍリレー（飯野・梅木・合使・井） ６１秒５【８位】 

 当日は、雨天で数度の中断という決して万全な競技環境ではありませんでしたが、

多くの子どもたちが練習での自己記録を更新するなど、競技としてはすばらしい大

会になりました。下校時のスクールバスを待つ間、子どもたちに「よく頑張ったね」

と声かけする先生方の姿を見ることができたのも幸せな気持ちにしてくれました。 

 ところで「がんばる」（頑張る）を『顔晴る』という漢字を充てた見出しにしまし

た。ものの本では、「がんばる」の語源として、眼張る・・・見張るという意味から

一定の場所から動かない、我張る・・・我を張る、顔張る・・・努力した結果が報わ

れる・顔が晴れるという意味があるのだそうです。今回の中体連陸上は、まさに、努

力した結果が報われる、みんなの顔が晴れるように一生懸命に競技する姿を見るこ

とができた大会でした。 

 中学部では１０月１６日（火）の駅伝大会に向けた練習が始まっています。子ど

もたちのがんばりが見られることを楽しみにしています。 
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